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宗教 の定義について 〔1〕
























































る。例 えば,仮 に日本に関 していえば既成宗
教 ・新興宗教 ・新宗教あるいは新 ・新宗教等が
ある。このなかで新宗教は最近よく研究される

































連 して宗教を,例 えば心の拠 り所,自 我を支え
るもの として定義 してみた。ところが,自我を



















なる。〈中略〉か くして,宗教 に対 して,す べ
ての研究者が最終的に合意に達した一元的な定









研究の中でも,宗教 自体 は定義 しなかった3)。
そこで,現代の研究者が宗教を定義しても,定
義 自体が余 り重要ではないと述べた りしてお












捉 え方 は,余 り重視する程のもので はない と
か,結果的には実 り少ない問題であると見 る研
究者がいるが,そ のような消極的な態度 は何 を
意味するのであろうか。それは,宗教の多 くの
部分現象は皆特殊なもの,あ るいは互いに関係
のない独 自の ものだ と言うことを意味 してい
る。例えば,宗教の諸々の部分的現象は,松,













でいる現象も多 くある。例えば,言葉 ・観念 ・
象徴 ・人間関係 ・社会関係,さ らにここで論究
しようとしている,包括的な現象としての宗教
がそれである。実際,社 会学で研究されている
多 くの現象は,直接 に観察できない ものであ
る。先の木の例で言うと,宗教はどういう木で
































































越 的実在(神)と の関係にかんした もの とな
る。宗教的行動の重点は日常生活に移る。つま
り,日々の仕事,生 活において神 に仕 えるこ
と,そ れらが儀礼行為 よりも重視 される。 ま





様 なもの として残存す る。最終段階 としての
厂現代宗教」は,新 しい流れとして明確 にはと
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らえにくいが,現 代の宗教 を近代のそれ と比べ










































































ような行動様式 をとって機能 してい くことが予
想できる。従 って,そ こでは,個々を特徴づけ
ている個人的な雰囲気は解消され,む しろ構造













































ない。宗教 は,こ の まま 「自由市場」におか
れ,い うなれば競争原理 と言われる選択の中
で,適切な形での評価 と批判の対象になってい












































は,宗教 の持つ多 くの行為が 目標 とするもの





















率的な企業があ り,もう一方では計画性 に乏 し






























示 されている。原始的 ・宗教的な考え方 と輪廻
思想はそれぞれ非合理的及び合理的な極 と考え
られており,その中間として,あ る程度の合理
性を示 しているキリス ト教が位置 している。 と
ころが,こ の比較は時代や文化の相違を無視 し































































ているのは,他 の宗教よりもキリス ト教,キ リ






















































て信 じられ,ふ だん接触禁止の対象 となるの
で,他 のすべてのものは神聖なものの性質を持




トーテム動物,あ るいは植物,こ れを象徴す る
トーテム ・ポール,あ るいはそれに類す るも
の,これ らが置かれてある場所などである。 こ
の神聖なものから物質的ないし精神的な力が発













目的達成 を助ける。 しかしそれは反面,人 間な
どに害を加えることもある。有益 と信 じられる
力は儀礼 によって利用 され,危 険は タブーに
よって防がれ る。この事情か ら判明するよう















































とは全 く異 なる。日常生活は仕事が中心 であ
り,社会的にも宗教的にも厳 しい規律の下で行
なわれるが,祭 りの時期 には規範 は中止 され
る。神聖視 された トーテム動物が俗 とされたも
のと同じように取 り扱われ,食べられる。それ




















と非 日常性,あ るいはケ とハレの二元論 として
登場 したが,そ れに対 してケ ・ケガレ・ハレ,
また聖 ・俗 ・遊の三極構造論が唱えられ,更 に























ものとして理解 していないにも拘 らず,聖 なる
ものは多くの文章のなかで物象化 したかのよう










と 「もの」の関係 に過 ぎない。宗教の社会学的
な研究においても,人間に焦点を当てなければ




た場合,そ れ をどのように認識 しているか。
(2)信仰の対象に対する態度,そ こから生 じる
行動はどうい うものなのか。(3)その信仰や行

























が,考 察 しなければな らないのは,前 者 の
「聖なるもの」についてである。それは次の課












現代の宗教 は多様化 と私事化によって弱化 さ
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